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ネットワークから新しいクラブの育成を実現 

坂東市スポーツクラブ協議会（茨城県） 

 

 

１．ネットワークづくりの経緯・目的 

茨城県坂東市は、平成 17 年に岩井市と猿島町が合併して誕生した水と緑につつまれた自然豊かな田

園都市です。平成 14 年に旧岩井市に「遊ゆうクラブ」が、平成 18 年度に「スポーツクラブさしま」

が誕生しました。いずれも市町合併の思惑に地域スポーツの環境は忘れられていましたが、総合型地

域スポーツクラブとしての活動内容とは違い、目指すところが同じならば「共有する課題には協働で

取り組もう」との認識で「坂東市スポーツクラブ協議会」を結成し、関係を深めることになりました。 

                  

 

 

 

２．ネットワークの組織体制と運営 

「坂東市スポーツクラブ協議会」は、「遊ゆうクラブ」「スポーツクラブさしま」双方の運営委員 28

名により構成されています。情報交換と課題解決の場として随時例会を開き、総合型地域スポーツク

ラブ（以下、総合型クラブ）の情報発信とプロモーション活動をしながら、行政との協働企画事業や

体育協会の事業に関わっています。また、クラブの利益代表としての役割と関係諸団体との連絡調整

窓口にもなっています。運営にかかる経費は、市体育協会からの助成金を活用しています。 

○ 事務局 茨城県坂東市山 2724 猿島体育館(スポーツクラブさしま事務局) 

       tel 0280-88-0333  携帯 080-3700-3339 

 

３．市内の新規クラブを育成する活動の実際と成果 

坂東市の人口は 57,000 人、小学校 12 校、中学校 4 校があります。各小学校区には既存の「地区

スポーツクラブ」があり、地区活動の一環として年数回のイベントが実施されています。また、地区

クラブの住民も総合型クラブに積極的に参加している人たちがおり、イベント等や地区コミュニティ

の集会時に啓発活動をしながら、「総合型クラブ」との参加交流を実施しています。 

 

その結果、総合型クラブへの参加機会が増えると同時に、イベント主体のスポーツ活動から、継続性

のあるスポーツ活動への意識の変化が芽生え、「地区スポーツクラブ」関係者の勉強会が数回開かれ

ました。現在 2 つの「地区スポーツクラブ」が総合型クラブとして転換を検討中であり、「スポーツ

クラブ協議会」として支援しながら、日本体育協会で行っている toto 創設支援事業への申請を促し

ています。 

「遊ゆうクラブ」は、幼児から高齢者まで 
全員で楽しく活動しているクラブです。 

「住んで良かった…ネ」そんな街を 
「スポーツクラブさしま」は、いつも考えています。



４．坂東市体育協会への加入の理由とメリット 

 

  坂東市体育協会組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 体育協会組織に加入しているが、自主自立の運営で独自の事業を展開しています。 

 

   「いつでも・どこでも・だれでも」の言葉は、総合型クラブだけではなく地域住民が等しく関わりあ

える市民のためのスポーツ理念ならば、スポーツ組織・団体の縦割りの枠には関係なく理念を共有

できるものと考え、中長期的視野の中で市体育協会加入の必要性を判断して、「スポーツクラブ協議

会」として坂東市体育協会発足時に位置づけられました。 

当初は体育協会関係者間で認識の差は大きかったのですが、すべて市民のためにある組織でありたい

というピジョンの中で、総合型クラブは市体育協会の 4 つの構成組織の 1 つに位置づけられていま

す。その結果少しずつ理解が深まり、クラブと体育協会・スポーツ少年団指導者の多角的な連携構が

築進みつつあります。具体的には、少子化が進むスポーツ少年団や高齢化が進む競技団体の活動支援

に繋がり、クラブのプログラムがスポーツ少年団加入のきっかとなり、母性集団としての役割も担え

つつあります。 

とくに、サッカー協会、スポーツ少年団サッカーチームとの関係が密になり、互助関係の中で協調

するプログラムが生まれています。総合型クラブでは、競技志向の高いクラブ会員が、体育協会主

催市民大会へ参加する機会の増加に繋がっています。 

   

５． 今後の方向性、課題 

「総合型クラブ」のネットワークに、既存の「地区スポーツクラブ」が加わることにより、地域に

密着した持続性のあるスポーツ環境の構築に可能性がひろがることが考えらます。「地区スポーツク

ラブ」から「総合型クラブ」への変容は、地域コミュニティ内に住民の繋がりと相互の互助関係が

構築できるでしょう。そのためには、「坂東市スポーツクラブ協議会」が各クラブ間のコーディネー

ト役として、市内各地区に地域密着型の個性ある総合型クラブの創設に向けた活動の可能性を見出

す必要があると思います。 

いま、総合型クラブの自主運営が、少しずつ地域を変える力となっています。行政の補助金削減が

進む中で、「総合型クラブ」の理念は、地域住民による自主活動の地域マネジメントとして、行政も

注目しています。これからは、法人格の取得や、ボランティア活動のあり方など、総合型クラブの

役割は益々大きくなり、行政との協働化社会のモデルとなるでしょう。 
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（諏訪賢一 茨城県坂東市 スポーツクラブ さしま クラブマネジャー） 

総合型地域スポーツクラブ 

スポーツクラブ さしま  SC・Sashima 
茨城県坂東市山 2724 猿島体育館内 

TEL 0280-88-0333  FAX 0280-88-0596 

E-m： sc-sashima2006@jupiter.ocn.ne.jp 

URL： http://sc-sashima.com/  SC・Sashima クラブハウス


